






















要約:3、4 歳児に視力検査を行なう時、検査の可能率と視力が月齢に応じてどのように変

わってゆくかを知るために、保育園、幼稚園の3歳児クラスの子供たちの視力検査を行な

った。その結果によると 3、4歳児では、検査の可能率も正常者の平均視力も、月齢が高く

なるにつれ次第に上昇していた。検査の可能率では、3歳 0か月では約 73%であったものが

急速に上昇し、3歳 5か月では約 95%になっており、4歳になるとほぼ全員が検査ができる

ようになっていた。また、眼科的に異常のない子供の平均視力は、3歳 0か月では 0.55 で

あるが、3歳 6 か月では 0.82、満 4 歳になると 0.9 近くなり、4歳後半で 1.0 に達してい

た。この結果から考えると、3 歳児健康診査で視力検査を行なう時、初回に検査ができな

ければ少し間をおき、3 歳 6 か月ごろに再検査をして判定するようにすると、不可能者が

ほとんどなくなり良い。また、集団で視力検査をすることで異常者の検出を行なうには、

効率から考えると、3歳後半から4歳になってから行なうと良い。将来 4、5歳児の健康診

査が行なわれるようになる時には、ぜひとも視力検査を中心とした眼科検診を行ないたい

と考える。 


